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県立高田農業高等学校 

 

学校行事、クラブ活動、農業クラブの紹介 

学校行事は体育祭、高農祭（文化祭）、球技大会などがあり、主に生徒会が計画を立 

て実施し、全校生徒が積極的に参加しています。 

部活動には、運動部が13、文化部が５、それに農業高校にしかない農業クラブにも多く

の専門分会があり、それぞれ熱心に活動しています。最近では、相撲部が全国大会に出場

しました。文化部は文化祭・文化展を中心に活動しています。また、農業クラブの各専門

分会では、全国大会、県大会で最優秀賞や優秀賞を授賞するなど、大きな実績を残してい

ます。 

 

【主な学校行事】 

入学式、卒業式、高農祭（文化祭）、修学旅行(２年)、球技大会 

学校スキー(１年)、校内意見発表会、校内農業鑑定競技会、校内プロジェクト発表会 

 

      

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以下の文章は、令和５年度末に発行した生徒会機関誌「みどり 第22号」をもとに掲載

しています。 

 

【生徒会活動】 

「全校が楽しめる生徒会行事を実現させるには」 

生徒会長 横山 玲奈 

 

この度の生徒会役員選挙においてたくさんの信任票を入れてくださり、ありがとうござ

いました。 
 私がなぜ生徒会長に立候補したかというと、一人ひとりが生徒会行事に積極的に参加で

きるような環境作りをしたいと思ったからです。私は、昨年度から生徒会役員として先輩

方と活動してきました。その活動の中で生徒開業時をさらに盛り上げるためには、色々な

考え方やアイディアを取り入れていくことが必要だと思いました。全校生徒の自由な意見

やアイディアをたくさん聞いてみたい、気軽に意見が言える雰囲気作りを目指したいと思

うようになったからです。例えば、体育祭前にルールを生徒会で決め、それに対して直接

全校生徒の考えを聞く機会を作ります。他にも１年間をとおして様々な生徒会行事があり

ますが、全校生徒の意見を取り入れることにより一人ひとりが生徒会行事に積極的に参加

できるような環境を作ります。そして、全校で楽しめる生徒会行事が実現できるように頑

張ります。 

 

 

【クラブ活動】 

＜運動部＞ 

  野球部、剣道部、バレーボール部、バスケットボール部、柔道部、陸上競技部、 

登山部、卓球部、バドミントン部、相撲部、空手道部、ソフトボール部 

＜文化部＞ 

  書道部、測量部、生活文化部、茶道部、文芸部 

＜同好会＞ 

  テニス同好会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

    

 

 

 

 



「部活動で学んだこと」 

バレーボール部部長 増田 咲良 

 

私は、中学生の時に高田農業高校のバレーボール部に憧れてこの高校に入学しました。 

 入学当初は、練習量が多くてついていくのに必死でしたが、練習を重ねてできることが

増え、バレーボールの楽しさに気づくことができました。２年生から３年生にかけては部

員が少なくて困ることもありました。しかしそこで支えてくれる人がいるということの大

切さを改めて感じることができました。そしてチームの仲間と引退まで一生懸命バレーボ

ールをやり遂げることができました。 

 この３年間は、私にとってとても大切な時間でした。そして部活動をすること、部長と

いう役目をもらうことで学んだことがたくさんあったのでこの経験を生かしてこれからも

頑張っていきます。 

 

 

「高校野球を振り返って」 

野球部部長 江口 拓真 

 

 私は、三年間野球部に所属し、２年生の秋から主将として、チームをまとめるという貴

重な経験をさせていただきました。良い事も悪い事も多くの経験があり、とても記憶に残

る高校野球生活でした。 

 主将になってからは、自分の事だけではなく、部員全員に気を配りながらプレーする事

の大変さを知り、それと同時に「自分は主将にふさわしいのか」という思いがありまし

た。なかなか思い通りのプレーが出来ず、チームも勝てない時期が続きましたが、チーム

一丸となって勝利を挙げることが出来たとき、主将をやって良かったと思いました。 

 最後まで頼りない主将でしたが、ついてきてくれた後輩、支えてくださった先生方や保

護者会の皆さん、そして共にプレーした同級生にはとても感謝しています。３年間野球が

できて、とても幸せでした。 

 

 

【農業クラブ活動】 

「農業クラブ会長として」 

農業クラブ会長  上野 千夏 

 

 私が農業クラブ会長に立候補した理由は、前三役の姿に憧れ、農業クラブのリーダーと

なって、今よりもっと農業クラブの活動に力を注ぎたいと思ったからです。 

 １年生の頃から、農業クラブの活動に興味がありましたが、どのような活動をしている

かよく分かりませんでした。２年生になり、農業クラブ役員になった私は、農業クラブに

ついて知るために積極的に活動や行事に取り組んできました。活動する中でいつも会長や

副会長が先頭に立ち、頑張る姿がありました。その姿がとても素敵だと思いました。私も

先輩方のような農業クラブのリーダーとして学校、そして皆さんのためになりたいと思い

ました。 

 農業高校では、生徒全員が生徒会と同様、農業クラブ会員ですが、まだまだ農業クラブ

について知らない人がたくさんいると思います。今年度は農業クラブ活動の様子を写真で

掲載し、どのような活動をしているかを皆さんに伝えることで、広く知ってもらえるよう

にしていきます。そして、今よりももっと高農の農業クラブ活動を活気付けたいと思いま

す。農業クラブの活動を通して皆さんの高校生活が充実したものになるよう精一杯頑張り

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 農業鑑定競技県大会           全国大会家畜審査競技会                校内意見発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
校内研究活動発表会         平板測量競技県大会          全国大会最優秀賞・優秀受賞者 

 

 

「最優秀賞を受賞して」 

日本学校農業クラブ連盟全国大会令和５年度熊本大会  

農業鑑定競技会 分野「畜産」 最優秀賞 布施 菜緒美 

 

 私は３年間、農業鑑定競技会に取り組み、１年生の時は分野「農業」、２年生からは分

野「畜産」に出場しました。出題範囲は家畜の品種や病気だけではなく、畜産物の加工、

農業機械、経営・経済などと幅広くあります。そのため、名称や使い方、仕組み、特徴を

覚えることはとても大変でした。 

 農業鑑定の学習は、教科書を中心に進め、先生方に聞いたり、実物を確認したりしまし

た。また、仲間とともにカードで問題を出し合うことで、名称がすぐわかるか、使い方や

特徴を覚えているかを確認し、全国大会本番に臨みました。会場には全国から農業高校生

が集まっており、とても緊張感がありました。そのため、競技中は緊張で手が震えました

が、落ち着いて解くことができました。日頃の学習、空き時間を利用して頑張った成果

が、最優秀賞という結果につながり、とても嬉しかったです。教えてくださった先生方や

一緒に頑張ってきた仲間、応援してくれた家族など、多くの人に支えられて受賞すること

ができました。本当にありがとうございました。 


